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馬

を
七
回

引
き

廻
す
儀
礼
が

あ
っ

た
。

こ

の

神
馬
牽
廻
の

儀
礼
は

、

年
中

行
事
の

重
要
な

節
目
に

行
わ
れ

た

と

考
え

ら

れ

る
。

　

以
上、

聞

得
大
君
の

神
馬
に

つ

い

て

考
え
る

と、

御
新
下
り
の
｝

部
に

は
、

神
馬
を

神
に

捧
げ
る

儀
礼、

あ
る

い

は

そ
の

意

味
の

神
事
が

含
ま

れ

て

い

た
可

能
性
は

高
い

と
思
わ

れ

る
。

聞
得
大
君
が

美
し

く
飾
ら
れ

た

白

馬
に

乗
る

こ

と

は

す
な

わ
ち

「

琉

球
国
最
高
の

神
の

発
現
」

を
意

味
し

た

の

で

は
な
い

か
。

白
馬
誕
生
が

大

君
の

御
代
替
り
を

想
わ
せ

た
の

は、

御

新
下
り
に、

知
念
産
の

生

命
新
た
か

な

馬
を
奉
納
す
る

風
習
が

あ
っ

た

と

も

考
え
ら
れ
よ

う
。

と

す
る
と
、

聞
得
大
君
の

神
馬
は

、

御
新
下
り

儀
礼

に

お

い

て

神
に

献
じ
ら
れ
た
霊

験
あ
ら

た

か

な

白
馬
で

あ
り、

そ

の

使
命

は
、

大
君
と
と

も

に

琉
球
国

神
事
に

生

涯
を
尽
く
す
こ

と

に

あ
っ

た、

と

い

う
見
方
も

可
能
で

は

な
い

か
。

戦
後
沖
縄
の

火
葬

　
　
　
　

那
覇
若
狭

町
、

辻
原
の

墓
地
整
理
を
め

ぐ
っ

て

i

加

藤
　
正

　
春

　
戦
後
沖
縄
の

火
葬
の

状
況
に

つ

い

て

は
、

米
軍
統
治
下
の

資
料
が

公
表

さ

れ
て

お

ら

ず
、

よ
く
わ
か

ら
な
い

点
が

多
い
。

一

九
五
六

年
に

刊
行
さ

れ
た
『

真
和
志
市
誌
』

に
一

九
五

四
の

火
葬
率
に

か

か

わ
る

関
連
資
料
が

掲
載
さ

れ

て

お

り、

そ

れ
か

ら

推
定
さ

れ

る
同
年
の

同
市
の

火
葬
率
は

約

五

八
％
で

あ
る

。

真
和
志

市
は

今
日
の

那
覇
市
域
の
一

部
で

あ

り
、

こ

の

推
定
は

、

当
時
の

那

覇
市
域
の

火
葬
率
が

比
較
的
高
か
っ

た

こ

と

を
示
唆

し
て

い

る
。

那
覇
市
域
で

は
冖

九
四

八

年
二

月
に

戦
前
の

仲
毛
葬
儀
社
の

伝
統
を

継
承
す

る

那
覇
葬
祭

組
合
が

葬
祭
業
を

は

じ
め

た

が
、

一

九
五

五

年
二

月
に

は

沖
縄
公
益
社
が
、

火
葬
葬
儀
に

特
化
し
た

か

の

よ

う
な

葬
儀

社
の

営
業
を

開
始
し

て

い

る
。

こ

れ
は

、

当
時
の

那
覇
市
域
の

火
葬
率
の

高
さ

を

背
景
に

し
た

も
の

で
あ
ろ

う
。

　

那
覇
市
域
の

火

葬
率
の

高
さ

を
導
い

た
要

因
は

い

く
つ

も
の

も
の

が

あ

る

と

思
わ
れ
る

が
、

そ

の
一

つ

と
し
て

、

【

九
五
」

年
か

ら

行
わ
れ
た

那

覇

市
若
狭
町

、

辻

原
の

墓
地
整
理
事

業
を
あ
げ
る

こ

と

が
で

き
る。

那
覇

の

若
狭

、

辻
原
の

墓

地
群
は

沖
縄
を

代
表
す
る
墓
地
と

し
て

戦
前
か

ら

有

名
で

あ
っ

た

が
、

一

九
五
→

年
に

米

軍
の

軍
命
を

受
け
て
、

那
覇
市
都
市

計

画
課
が
そ

の

撤
去
事
業
を

開
始
し

た
の

で

あ
る

。

米
軍
の

意
図
は

、

両

墓
地
の

土
を

掘
削
し、

そ

の

土

を
用
い

て

泊
港
護
岸
の

埋
立
・

整
備
を

行

う
こ

と
に

あ
っ

た

よ

う
で

あ

る
。

　

事
業
は、

ま

ず
墓
地
所

有
者
の

協
力
を
得
て

、

墓

内
の

骨
の

火
葬
を
行

う
こ

と
か

ら
は

じ
ま
っ

た
。

両
墓
地
の

墓
の

筆
数
は

千
七

百
余
筆、

実
際

の

墓
地

数
は

こ

れ
よ

り
も

多
か
っ

た

と

い

う
が、

そ

の

実
数
は

役
所
も
把

握
し

て

い

な
か
っ

た

よ
う
で

あ
る

。

市
は

新
聞
に

公

告
を
出
し

て

所
有
者

を
探
し

、

そ
の

所
有
者
た

ち

と

の

協
議
の

も

と

に
一

斉
火
葬
の

手

順
を
決

定
し

て

い

っ

た
。

一

連
の

過

程
は

逐

次
新
聞
（
う
る

ま

新
報
お

よ

び

沖
縄

タ
イ
ム

ス
）

が

報
道
し
て

い

る

が、

そ

れ
に

よ
れ
ば、

人
々

は

市

役
所
が

指
定
し

た

日
に
、

自
家
の

墓

内
の

骨
を
ま

と

め

て

臨
時
火
葬
場
（
若
狭

町
、

辻
原
に

そ
れ

ぞ

れ
】

カ

所
ず
つ

設
け
ら
れ
た
）

に

運
び

、

そ

こ

で

市

の

職
員
に

火
葬
し

て

も
ら

っ

た
よ
う
で

あ
る

。

そ

の

骨
灰
は

市
が

提
供
し

た

骨
壺
に

い

れ、

自
家
の

新
墓
の

用
意
の

な

い

者
は

、

市
が

設

置
し
た

臨

時
納
骨
場
（
奥

武
山
世
持
神
社
内）

に

安
置
し
た

の

で

あ
る

。

火
葬
は

五
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月
か

ら

は

じ

ま
り
八

月
に

終
了
し

た
。

そ

の

後、

両
墓
地
は

撤
去
さ
れ、

泊
港
が

整

備
さ
れ
て、

掘
削
さ

れ

た
両
墓
地
の

跡
地
に

は

新
し

い

街
が
生

み

だ
さ

れ

た
。

　
一

九
五

四
年
］

○
月

＝
一
日

の

琉
球
新
報
は

「

那
覇
都
市
計
画
四

年
の

歩
み
」

と

題
さ

れ
た
記
事
を

載
せ
、

こ

の

墓
地
整
理
の

こ

と

を

次
の

よ
う

に

記
し

て

い

る。

「

△

墓
地

整
理

事
業
11
辻

、

若
狹
町
の

墓

地
整
理

事
業

を
五
一

年
五

月
三

日
開
始
し

八

月
一

〇
日
に

遺
骨
の

再
火

葬
を

終
了

、

遺

骨
は
奥

武
山
公

園
内
の

仮
安

置
所
に

納
骨
し
た
、

墓
の

筆
数
一
、

七
一

二

筆
、

仮
安
置

所
に

納
骨
せ

る

所
有
者
一
、

＝

八

人、

費
用
六

四
六、

00

0
円

。

」

（
『

縮
刷
版
琉
球
新
報

第
二

〇
巻
』

不
二

出
版）

　

円
は
B
円
で

あ
る
。

火

葬
に

要
し

た

凵

数
は
お

よ
そ

三

カ

月
で

あ
っ

た
。

最
初
の

告
知
が

那

覇
市
の

「

急

告
」

と
し
て

新
報

、

タ
イ
ム

ス

の

両

紙

面
に

掲
載
さ

れ
た

の

は
一

九
五
一

年
一

月
二

五

日
で

あ
る
か

ら
、

そ

れ

か

ら

数
え
て

も、

火

葬
事
業
の

全

体
は

六
カ

月
半
程
の

で

き

ご
と

で

あ

る
。

い

か

に

急
激
に

事
業
が

行
わ

れ
た

か

が

わ
か

る

が
、

こ

の
一

斉

火
葬

事
業
の

影
響
は

大
き

い

と

思
わ
れ、

那
覇
市
域
の

人
々

に

近
い

将
来
の

火

葬
の

必
然
を

認
識
さ

せ

た

と

考
え
ら
れ

る
。

一

九
五

〇
年
代
半
ば
の

那
覇

市
域
の

火
葬
率
の

高
さ

に

は
、

こ

の

事
業
の

執
行
が

そ

の

要
因
の
一

つ

と

し
て

あ
げ
ら

れ
る
も
の

と

思
わ
れ
る

。

里

修
験
と

陰
陽
道

　

−
新
出
の

『

籃
篇
』

の

分
析
を

中
心
に

ー

小

　
池

　
淳

　

前
近
代
に

お

け

る

東
北
日

本
の

修
験
の

活
動
範
囲
は

広
く

、

そ

の

影
響

は

多
岐
に

わ
た

る
。

こ

の

こ

と
は

地
域
宗
教
史、

民
俗
信
仰
の

両
面
で

重

要
な

問
題
を
は

ら
ん
で

い

る
。

陰
陽
道
と

の

関
わ
り
に

つ

い

て
、

す

で

に

宮
家

準
は

「

修
験
道
と
陰
陽
道
」

（

『

修
験
道
と
口
本
宗
教
』

　】

九
九
六）

に

お

い

て

修
験
道
書
に

み

ら

れ
る

陰
陽
道
の

要
素
を

中
心
と

す

る

分
析
を

お

こ

な
っ

て

い

る
。

ま
た
近
世
会
津
の

修
験
に

つ

い

て

は

藤
旧

定
興
『

近

世
修

験
道
の

地
域
的
展
開
』

（
一

九
九
六
）

を
は
じ
め

と

す
る

多
角
的
検
討

が

な
さ

れ
て

い

る
。

こ

こ

で

取
り
上
げ
る

只
見
の

吉
祥
院
に

つ

い

て

は

筆

者
も

「

民
俗
知
と

は

何
か
」

（
高
埜
・

澤
編
『

近
世
の

宗

教
と

社
会
3
・

民
衆
の

〈

知
〉

と

宗
教』

二

〇
〇
八
）

で

若
干
の

検
討
を

お

こ

な
っ

た
。

こ

こ

で

は、

以
上

の

先
行
研
究
を

ふ

ま

え
て
、

さ

ら

に

南
会
津
の

修
験
の

活
動
実
態
を
探
る

た

め

に

只

見
吉
祥
院
に

焦
点
を

す

え
、

同
家
に

伝
来
し

た

『

籃
籃

傳
』

の

内
容
検
討
を

試
み
た

い
。

　
近

世
の

会
津
で

は

本
山
派
先
達
の

南
岳
院
が

全
体
を

統
括
し、

現

在
の

只

見

町

域
の

修
験
の

中
で

は

文

政
〜
弘
化

年
間、

楢

戸
に

居
住
し

た

龍

（
瀧）

蔵
院
が
上

通
で

、

只
見
の

吉

祥
院、

文
珠
院
は

中
通
で

あ
っ

た
。

五

十
嵐
家
の

当
主

、

英
氏
が

ま

と
め

ら

れ

た
『

不

動
尊
と

海

老
作
本
家」

〔

二

〇
〇
八、

自
刊
）

に

よ

る

と

吉
祥
院
は

七

代
の

行
本
か

ら
没
年
が

判

明
し、

十
四
代
賢
隆
の

時
に

明
治
維
新
を
迎

え、

神
職
に

転
じ、

五
十
嵐
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